
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

Aomori Pref. Namioka High School 
http://www.namioka-h.asn.ed.jp/ 

〒038-1311 青森県青森市浪岡大字浪岡字稲村 101-2 

℡ 0172-62-4051（代表）  fax 0172-62-1556 
浪高だより 

第２０号 令和 ５年 ３月１０日（金）発行 

令和２年１０月１０日(土) 

創立９０周年記念式典挙行 

 

「浪高だより」は、本校 HP に

掲載しています。浪岡高校公式

YouTube「浪高チャ 

ンネル」も視聴よろ 

しくお願いします。 

 
 令和４年度「卒業証書授与式」が令和５年 3 月１日（水）に行われました。

新型コロナウイルス感染防止対策のため、今年度も規模を縮小しての卒業式とな

りましたが、卒業生２５名がこの浪岡高校を巣立ちました。卒業証書授与に続

き、箱田憲哉校長が式辞を述べ、谷川俊太郎さんの『自分をはぐくむ』という詩

の一節を紹介し、「これから歩む先、あるいは成し遂げたい目標はそれぞれです

が、何か一つでもいいからひたむきに打ち込めるものを見つけて欲しい。新しい

時代に立つ皆さんの心に新たな勇気と希望がともされ、限りない可能性を秘めた

未来に向け力強く歩んで欲しい」と、はなむけを贈りました。在校生代表の送辞

では、現生徒会長の 竹内天渡 君が、運動会や浪高祭、部活動での先輩たちの活

躍を語り、「時に厳しく、時には優しく、私たち後輩の背中を押してくださった

先輩方、本当にありがとうございました。」と感謝の気持ちを語りました。最後

に、卒業生代表として答辞を述べた 古畑貫太郎 君は、高校生活で特に印象に残

った、浪高祭や修学旅行、体育祭について、クラスの仲間を思いやる気持ちや団

結力で盛り上がったことなど思い出を語り、在校生に向け「高校３年間はあっと

いう間。目の前のことに真剣に取り組みながら、目標を見つけ、後悔の無いよう

突き進んでいってください。」と語り、「浪岡高校で得た多くの思い出や学び、誇

りと経験を人生の糧とし、力強く前を向いて生きていきます。」と決意を述べま

した。全校生徒と３年生の保護者、来賓は数名の出席となりましたが、卒業生の

凛とした態度が保護者に感動を与えた素晴らしい卒業証書授与式となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇ 優良賞 

 伊勢田 琥太郎   佐 藤 歩 夢  

 乗 田 翔 也   古 畑 貫太郎  

 山 田   倖   品 川 明日美  

 成 田 樹 菜   山 名 このみ  

             以上８名 
 

◇ 皆勤賞 

 石 塚 陽 翔   佐 藤 歩 夢  

 畠 山 賢 悟   奥 瀬   蛍  

             以上４名 
 

◇ 功労賞  

 佐 藤 歩 夢   畠 山 賢 悟  

 古 畑 貫太郎   神 﨑 美 結  

 三 橋 明 歩   山 名 このみ  

             以上６名 
 

◇ 精励賞 

 伊勢田 琥太郎     

             以上１名 
 

◇ 青森県高等学校ＰＴＡ連合会会長賞  

 天 内 佑 亮     

             以上１名 
 

◇ 青森県高等学校体育連盟優秀選手賞  

 神 﨑 美 結     

             以上１名 
 

◇ 日本電卓技能検定協会賞  

 佐 藤 昇 映   成 田 樹 菜  

             以上２名 

 
 高校生活３年間の功績をたたえ、来賓・保護者をお迎えし、優良賞や皆勤賞など各賞の賞状授与式が２月２８

日（火）に行われました。各賞の受賞者は下記の通りです。おめでとうございます。 

 

 

 卒業式前日に同窓会入会式が行われました。入会式

は、新たな門出をお祝いするとともに、同窓生として

の認識を持ってもらうための大切な行事です。山内栄

隆 同窓会会長から心温まるお祝いのメッセージがあ

り、奥瀬蛍 さんに記念品が贈呈されました。続いて

卒業生を代表して、新幹事の唐牛魁士 君がお礼のこ

とばを述べました。卒業は母校や友人との別れでもあ

りますが、同窓会という新しい出会いの場でもあり、

言葉では言い表すことのできない独特の絆が生まれま

す。今後、卒業生の活躍を期待しています。 


